
２０２３年３月２８日

静岡県湖西市

持続可能な「新しいコミュニティの形」への取組

【水道スマートメーター・カーボンニュートラル】



人口減少と少子高齢化や、多様化する市民のライフスタイルに
よる様々な地域課題・ニーズ、ＤＸ・デジタル化や脱炭素化など
社会変革の時代

課題や変革に対応した持続可能な「新しいコミュニティの形」
の実現に向けて挑戦します

 「水道スマートメーター」の取組

 「カーボンニュートラル（脱炭素）」の取組
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 水道スマートメーターの取組【水道事業・検針業務の課題】

※R1 5/11 中日新聞記事

 現行検針業務の課題 水道事業の課題

業務の効率性・検針員の確保に懸念

※第一環境㈱ 提供資料

○ 人口減少・少子高齢化に伴い給水収益が減少、水道施設の老朽化により投資額が増加
○ 水道職員・検針員の確保などの労働力不足が懸念
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「この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載しています」



 水道スマートメーターの取組【水道事業・検針業務の課題】

 自動検針プラットフォームの概要

○ ２０２１年度から水道スマートメーターを試験的に開始

① 「業務の効率化」・「漏水判定能力」の検証

② 「電波能力」・「通信技術」の検証

③ 「データ利活用」の可能性の検証

 水道スマートメーター
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 水道スマートメーターの取組【業務効率の検証】

作業時間 １０４時間 作業時間 ５分

○ 検針業務の効率が大幅に改善

漏水発見件数

２．６件/月

漏水発見件数

８件/月

○ 漏水判定が飛躍的に向上
検針員の漏水判定 スマートメーターの漏水判定

※知波田・入出地区実績

※知波田・入出地区実績
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 水道スマートメーターの取組【通信技術の検証】
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▼ 2022/10/16：取得率100％達成 １時間値データ取得推移（約１,８９０台）

※ 1時間値データ取得率：
取得コマ数/全コマ数

○ 電波状況の確認・減衰原因の把握・通信設定の変更・現場環境の改善を実施

○ 全水道スマートメーターのデータ取得率は100％達成
1. 対策事例【材質交換】 2. 対策事例【水没改善】
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 水道スマートメーターの取組【データ利活用の可能性】

○ 豊橋技術科学大学を中心に、「産・学・官」が連携した共同研究を実施
○ 水道スマートメーター利活用の可能性を研究

〇 将来懸念される「健全なアセット
マネジメント」、「適正な衛生管理」
への対策を検討

① データ利活用（その１）
【各管路口径の適正化】

② データ利活用（その２）
【残留塩素濃度変化の把握】

 超音波流量計
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◎ 研究代表者



データ等利活用促進会議 データ利活用の実証実験プログラム

 市内全域における水道メーターのスマート化計画

① 積極的な検針データの活用

 利用者サービス向上への取組
 検針データによる新たな料金プランの創設
 地域課題・地域貢献に向けたデータ利活用の検討

② 自動検針業務・技術の向上

 効率的な業務スキームの構築
 水道スマートメーター技術の向上

「水道メーター・スマート化計画」 基本方針

オフピーク料金の効果検証 新料金プランの構築

水道メーターのスマート化

検針票のペーパーレス化

効率的な業務スキーム、次世代水道スマートメーターの検討・構築 実装

 水道メーター・スマート化計画
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度
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 市内全域における水道メーターのスマート化計画

整備区域整備概要

整備期間：令和5年度～９年度

総事業費：約5億７,600万円 ※1

※1：水道スマートメーター購入費
※2：水道スマートメーター整備済数：約1,895個 （令和５年１月末現在）

交換数量：約23,７00個 ※2

年度別交換計画
年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

数量 4,450個 4,7５0個 4,8５0個 4,700個 4,9５0個

内

国費：約１億9,200万円
市費：約3億8,400万円

1. 水道メーターのスマート化

市内全ての水道メーターのスマート化を「2027年度末」までの完了を目指します

整備年度

2023年度

2024年度

2025年度

2026年度

2027年度

整備済
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利用者への着実な情報提供・紙の消費量削減から「ペーパーレス化」を目指します

 積極的な検針データの活用 【検針票のペーパーレス化】

 着実な情報提供・環境保全・業務効率化を目的に、「検針票」をデジタルへ変更
 2027年度末までに100％移行を目標

2. 検針票のペーパーレス化

2023年度

検針票電子化計画

普及率

100％

50％

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

検針員が「検針・漏水情報」を紙でお知らせ

検針データから「検針・漏水情報」をSMSでお知らせ

※自動検針とペーパーレス化で「カーボンニュートラル」
を推進
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様々なデータ・知見から「新たな料金プランの創設」を目指します

 積極的な検針データの活用 【オフピーク料金の構築】

3. オフピーク料金の効果検証・構築

 多様化するライフスタイル・将来の水道利用を見据えた「新たな料金プラン」を検討
 「産・学・官」が連携し、データ分析・解析を実施
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◎研究代表者



検針データを活用した「地域に役立つサービス」の創設を目指します

 積極的な検針データの活用 【電気・ガス・水道検針データの利活用】

4. 電気・ガス・水道検針データの利活用

 「産・学・官」が連携し、検針データの有効活用を検討
 「電気」・「ガス」・「水道」の共同検針を実施し、地域課題に向けたプログラムを検討
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 オブザーバー

検針データを活用したサービス・イノベーションの創設



中部電力と連携・協力して「スピーディーな業務スキームと技術力向上」を目指します

 「仕様協議」・「購入」・「利用」まで、効率化・合理化した業務スキームを検討
 将来のデータ利活用（データ精緻化）に向けた、次世代の水道スマートメーター・
検針データシステムを検討
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5. 効率的な業務スキーム・次世代水道スマートメーターの検討

 自動検針業務・技術の向上【業務・次世代水道スマートメーター】


